
 

 

10．京都市紫野障害者授産所の管理運営 

１．生活介護事業「菜の花」 

（１）総括 

利用者数は前年度と変わらず８名でスタートした。稼働率は、10 月まではほぼ 100％

を維持していたが、１名利用者が他法人の就労継続支援 B 型へ移籍されたことで下が

り、当年度の平均稼働率は 94.2%。 

正規職員が異動により総入れ替えとなり、これまで取り組んできたプログラムを見つ

め直し、その意味を問う１年となったが、 

 

（２）職員体制（令和７年３月 31 日現在） 

所長１名（就労継続支援Ｂ型事業管理者兼務）・サービス管理責任者１名（所長が兼務） 

生活支援員４名（正規職員２名・補助職員１名・非常勤職員２名）・看護職員１名（嘱託

職員）・医師１名（嘱託医） ＜現場職員常勤換算 4.2 名＞ 

 

（３）利用者の状況（令和７年３月 31 日現在） 

① 在籍人数 

定員 ６名  現員 ７名  （年度内契約解除者１名） 

2024 年 10 月に、１名の利用者が他法人の事業所へ移籍された。 

一日の平均利用人数 5.7 名 （開所日 243 日 利用延べ人数 1373 人 稼働率 94.2％） 

② 年齢別人数(平均年齢 37.2 歳) 

20 未満 30 未満 40 未満 50 未満 60 未満 60 以上 計 
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③ 支援区分(平均区分 5.6) 

区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

０ ０ １ ２ ４ ７ 

④ 障害状況 

身体障害者手帳 

１

級 

２

級 

３

級 

４

級 

５

級 
無 計 

３ ０ １ １ ０ ２ ７ 

療育手帳 

 

Ａ Ｂ 計 

６ ０ ６※ 

⑤ 居住区別人数 

北 上京 中京 右京 左京 計 

４ ２ ０ ０ １ ７ 

（４）重点方針及び事業内容 取組結果 

① 生活介護事業の安定した運営 

・稼働率…１名の利用者が年度途中で退所移籍されたため低下し平均 94.2％であった。 

・意思決定支援…前年度に引き続き半期に１度のモニタリングと個別支援計画作成を実施

し、利用者や家族の希望を反映した支援を実施した。当年度より個別支援会議を利用者

（家族）と行うものと、職員で行うもの２回に分けて実施し、よりていねいに本人の意思

を反映した。 

※療育手帳なし 1 名 



 

 

・利用者交流…５月・12 月・３月に就労継続 B 型と生活介護の合同プログラムを開催し

た。それぞれ歓迎会、忘年会、送別会を実施した。いずれも利用者による演奏や歌、ダン

スなどそれぞれが楽しめたり得意であったりすることを発表されている。忘年会では「さ

くさく工房」のクッキーを全員にプレゼントした。 
・旧倉庫は利活用できる準備を整えていたが、具体的に日常のプログラムでの活用にはつ

ながらなかった。 

② 利用者支援の充実 

・日々の健康観察、月１回の体重測定等、看護師のアドバイスのもと利用者の健康維持に

努めた。昼食後の歯磨きについては、昨年度に引き続き休止したが、７月に一般社団法人

京都府歯科医師会「障害児者出張歯科検診」を活用し歯の健康維持のサポートを行った。 

嘱託医による健康相談（情報提供）については、オンラインによるものと、実地による

ものを実施した。内容はクイズ形式によるもので、全５回。熱中症・風邪・インフルエン

ザ・虫歯予防に関する三択や○×形式で実施された。利用者から自身の虫歯治療について

の質問が出るなど利用者の健康に関することを考える機会となっている。 

・生産活動では、引き続き雑貨を製作。雑貨類は「さくさく工房」の店舗、北区役所販

売会、「さくさく工房」の出店販売時等に販売している。売上は 6.5 万円弱と昨年度より

３万円弱下がっているが、今年度も期末賞与を全員に総額２万円強支給することができ

た。 

・創作的活動では、今年度も書道・造形・絵画制作など実施した。書道は新しい先生をお

招きし、季節感のあるお手本を持参していただきご指導いただいた。毎月届く生花でフラ

ワーアレンジメントを行った。 

制作した作品は、全利用者（１名は他法人から）が「京都とっておきの芸術祭」に出品

し、個々の作品が広く市民の目に触れ、１名が京都市長賞（川柳）、２名が佳作（川柳と

諸工芸）を受賞した。 

事業所内の「なのはな展」でも作品を展示した。今回の実施期間は、就労継続支援Ｂ型

の店舗改修工事（後述）との兼ね合いで、令和７年３月中旬から４月上旬までの３週間と

した。 

・事業所内の虐待防止、身体拘束適正化研修には京都市南部障害者地域生活支援センター

「あいりん」太田正人氏を講師にお招きし、職員の人権擁護、虐待防止への意識を高め

た。当年度は「優生思想」について学びを深め、今後の利用者支援を向上するためのきっ

かけとした。 

 さらに、毎月の職員会議前に法人理念等の黙読と「バイスティックの 7 原則」セルフチ

ェックを実施し、人権意識を高める機会をつくった。 

③ 特定相談支援事業所との連携 
・他法人の相談支援事業所と、利用者の生活全般、体調の変化等について連携した。別の

利用者については、退所時の他事業所への移行等について連携した。また、利用者の個別

支援計画作成にあたっては、相談支援事業所が作成したサービス等利用計画を共有した上

で作成している。 
（５）情報 

法人ホームページ内ブログのアップや、紙媒体「授産所だより」を季節毎に発行し、



 

 

情報発信した。 

ブログ更新…１回（地域の地蔵盆参加）更新 → インスタグラムの更新に注力して

いたためブログの更新頻度が低かった 

「授産所だより」…４回発行 → 季節に１度の発行 

当年度後半にデジタル機器等を活用した業務効率化を実践している施設を見学し、次

年度は授産所でもそのような事業展開を計画する予定である。その前段として、２月よ

り試験的に無料の企業向けビジネスコミュニケーションツール（LINEworks）を導入し、

職員間の連絡がスムーズになるようテスト運用を行っている（就労継続 B 型と共通）。 

（６）育成 

・実習やボランティアの受け入れ状況（就労継続Ｂ型と共通） 

実習生：26 名（社会福祉士 13 名・介護等体験７名・保育士１名・福祉体験実習（支援

学校生徒）３名・中学校等チャレンジ体験２名） 

ボランティア：登録 17 名・活動のべ日数 73 日（卓球バレー指導者・造形指導者・イラ

スト指導者・書道指導者・フォークダンス指導者・利用者交流（作業補助）等） 

見学者：36 名（北総合支援学校６名、北総合支援学校教員 10 名、京都府立盲学校教員１

名、京都府立聾学校生徒１名、京都女子大学５名、他事業所職員１名、京都市北部障害

者地域生活支援センター「らしく」利用者１名、同志社小学校約 10 名、地域住民１名） 

 今年度も社会福祉士の実習生を受け入れ、授産所以外の協会内外の現場についても見

学等を取り入れ内容を充実させた。 

教員免許過程の大学生の実習「介護等体験」は下半期に学生を受け入れた。うち１名

は体験後ボランティア登録につながっている。 

福祉体験実習（総合支援学校等）は、高等部３年生を２名受け入れ、令和７年度より

就労継続Ｂ型にて利用契約する予定である。 

長きに渡りイラストをご指導いただいていた方、新たに書道をご指導いただいていた

方の２名が年度末をもって活動を終了された。 

・リスクマネジメント（就労継続支援Ｂ型と共通） 

 虐待防止委員会、身体拘束適正化委員会は職員会議内「リスクマネジメント」の項目

に位置付けている。会議は月１回実施し、事業所内のインシデントレポート、アクシデ

ントレポートの振り返り、法人全体のアクシデントレポートから自事業所でも起こりう

るケースを１件取り上げ共有した。また、虐待や身体拘束に関する情報を各職員が提供

し、共有することで虐待防止意識の向上をめざした。 

 インシデントレポートの提出が前年度につづき少なかった。「もしかしたらアクシデ

ントになっていたかもしれない」こと、危険な場所、モノ、コトに気づくことがアクシ

デントを軽減することを意識し、日々の気づきをレポートとして提出できるよう職員へ

意識づけが必要である。 

インシデント報告件数 …39 件 

 アクシデント報告件数 …４件 

   内訳：創傷 … １件（清水氏） 

       交通事故 … ２件（自損） 

          その他 … １件（ブラウニーカビ発生） 



 

 

・職員育成 

法人内部・他機関の実施する外部研修を積極的に受講させ、日頃の支援に活かせるよ

うにした。 

主な内部研修：感染予防、虐待防止・身体拘束適正化、腰痛予防、視覚障害 

主な外部研修：「自閉症 e サービス」主催研修、京都府相談支援従事者初任者研修、介

護研修、ファシリテーション研修、京都市北部自立支援協議会スキルアップ研修、京都

市身体障害者福祉施設長協議会研修、京都市生活介護等事業所連絡協議会研修、地域リ

ハビリテーション推進研修、等 

（７）地域との交流・連携の状況 

・町内の地蔵盆が８月 14 日に開催され、例年通り授産所のガレージスペースとトイレを

貸し出し、水と電気を提供させていただいている。その際、菜の花の利用者も一部参加

させていただき、数珠回しなどで地域の方との交流を行った。 

・地域の中学校の育成学級（２校）との交流会は 12 月に実施。今回もオンラインで実施

し、中学生からのクイズに回答したり、ゲームをして交流した。 

 

（８）施設設備の状況（修繕備品等購入含む） 

・デイルームに空気清浄機を購入、設置した 

・ノートパソコン２台、送迎車用リフト車を１台それぞれリースした 

 

２．就労継続Ｂ型事業「さくさく工房」 

（１）総括 

４月より北総合支援学校の卒業生を１名受け入れ 16 名でスタートした。 

下請作業は菓子の袋詰め関連の作業が安定しており、下請全体の売上は 100 万円強

で、前年度と同水準の売上となった。 

製菓作業は、イベント等で使用する品物の受注や、得意先の企画商品等の受注が安定

しており、通年作業量が多い印象である。出店販売は 14 回、インスタグラム等を駆使し

て宣伝を行い、売上は 700 万円近いものとなった。支払い工賃額は、年度の総額で 299

万円を超え、平均工賃月額は１万７千円弱となった。 

秋より店舗改修工事を始め、年度内に工事は完了。新しい店舗とともに翌年度を迎え

ることとなった。 

（２）職員体制（令和６年３月 31 日現在） 

所長１名（生活介護事業兼務）・サービス管理責任者１名（所長兼務） 

職業指導員３名（正規職員２（相談支援専門員兼務）・非常勤職員１）・生活支援員１名

（正規職員）・目標工賃達成指導員１名（補助職員） ＜現場職員常勤換算 3.3 名＞ 

（３）利用者の状況（令和６年３月 31 日現在） 

① 在籍人数    定員 14 名  現員 16 名（年度内契約者１名） 

１日の平均利用人数 12.0 人（開所日 243 日 利用延べ人数 2906 人 稼働率 85.4％ ） 

② 年齢別人数  平均年齢 42.6 歳 

 20 未満 30 未満 40 未満 50 未満 60 未満 60 以上 計 

男性 １ １ ０ １ ６ ０ ９ 



 

 

女性 ０ ２ ２ ２ ０ １ ７ 

計 １ ３ ２ ３ ６ １ 16 

 

 

③ 障害状況 

等級 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無 計 

身体障害者手帳 ３ ５ ０ ２ １ ０ ５ 16 

④ 障害年金の状況 

等級 １級 ２級 無・不明 合計 

障害基礎年金 ８ ３ ５ 16 

 

⑤ その他障害状況 

等級 １級 ２級 ３級 合計 

精神福祉手帳 ０ ０ ０ ０  

療育手帳 
Ａ Ｂ 

 
合計 

７ ２ ９ 

   ※③と重複している利用者あり 

⑥ 居住区別人数 

北 上京 左京 下京 山科 計 

６ ７ １  １ １  16  

 

（４）重点方針及び事業内容 取組結果 

① 就労継続Ｂ型事業の充実 

・今年度も下請と製菓に分かれて就労の場を提供した。 

下請…内職 

製菓会社からお菓子の袋詰めと箱詰め、計量と箱詰め 

出版社から封筒への書類封入とラベルシール貼り 

造酢会社から商品の袋詰め 

菓子卸問屋からお菓子の検品と袋詰め 

製菓会社からお菓子の計量と袋詰め 

総合商社から茶葉の選別 

…自主製品 

トートバッグ（京都市北区役所「こんにちは赤ちゃん事業」） 

業者からの内職の依頼は昨年度並みの水準を維持し、自主製品も売れ行きが一定数出た

ため、売上は昨年度とほぼ同額の約 100 万円であった。 

下請担当の利用者が描いた作品が京都市の「2025 年 UD カレンダー」の挿絵に採用され

た。京都市北区主催「令和 6 年度北区こころのキャンバスネットワーク夢と希望の作品

展」に利用者が製作した自主製品を展示した。 

製菓…受注が昨年度と同水準以上に好調で、取引のある企業からの注文が定期的にあ

り、夏場の売上が大きく落ち込むことを回避できている。また、11 月には新規企業から

大口の受注がありその売り上げは約 60 万円となった。 



 

 

店舗は、４月よりキャッシュレス決済を導入し、利用客の利便性を向上させた。また、

11 月から店内と前庭の大規模な改修工事を実施した。しかし、工事期間が予定より大幅

に延び、工事完了は２月末となった。３月３日には利用者と家族、地域の方等を招待し、

「リニューアルセレモニー」を実施。その模様は京都新聞の取材を受けた。店内には木材

を多く活用し、一部の木材には京都府産の「ヒノキ」を使用。京都府「ひろがる京の木整

備事業」の補助金も活用している。また、狭小で段差のある店内のトイレはバリアフリー

化し、さらに「授乳兼おむつ替え台スペース」を設け、小さな子どもを連れた来客者にも

安心して入店できるようにした。前庭は木を伐採し、案内板の移設やフェンスの撤去等に

より通りからの見通しをよくし、前庭や店内へのアクセスを向上させた。今後、前庭はま

ちの小さな公園のように、市民の憩いの場になるよう工夫を重ねる予定である。一方で客

数は昨年度比 300 名減少、店舗売上高 25 万円ほど落ちる結果となっている。原因として

は店舗改修工事が 11 月から２カ月間の予定が２月末までかかってしまい、仮店舗営業が

長引いたことが考えられる。 

Instagram のフォロワー（投稿内容を見られるように登録した人）数は、活用開始から

約４年で 1000 を上回ることができ、多くのファンがついている状況である。 

・稼働率は、前年度からは回復したが、精神的に不調となった利用者の出席回数は継続し

て落ち込んでいることと、風邪等の体調不良やショートステイ利用による欠席がコンスタ

ントにあり、給付費収入は予算を上回ることができなかった。 

・作業の安定と充実について、資材の仕入れ値が依然として高騰しており、収支を悪化さ

せている。 

 平均月額工賃は 16,380 円（京都府の算定方法）であった。 

 

年 度 年度工賃総額 平均月額工賃総額 個人最高年額 作業収入 

令和４年度 2,646,320 円 220,527 円 296,710 円 6,642,571 円 

令和５年度 3,208,610 円 267,384 円 465,490 円 7,770,516 円 

令和６年度 2,997,480 円 249,790 円 371,800 円 7,177,430 円 

 

・食の安全性の重視については、HACCP による管理を実施しているが、焼菓子にカビが発

生する事故が起きた。原因は脱気不足によるものと考えられ、発生後保健所に報告し、リ

コール（自主回収）を行った。 

・虐待防止については、講師招へいによる研修を実施（生活介護と共通）。 

・就労支援については、継続して１名の就労希望者がおり、就労継続Ａ型事業所を中心に

通所先を模索されている。 

・今年度も SDGs に関する取組を継続した。 
食品・資材などのロス削減 

廃棄量計算を継続（年間 4,910ｇの焼菓子廃棄・昨年度比プラス 1,340g） 
レジ袋有料化にともなうプラスチック製品流通抑制の継続 

バイオマスレジ袋（自然由来素材 30％使用）を継続 
貧困問題の解決に関心を寄せる 

製菓の原材料に「フェアトレード」黒糖、「フェアトレード」ココナッツシュガーを



 

 

使用した商品の製造・販売を継続 
新たに「フェアトレード」コーヒーを使ったコーヒークッキーを継続販売 

「風呂敷」に関する企画への参画 
山田繊維㈱が開催する「ふろしき SDGs LIFE」実行委員会に参画 
事業所が取り組んでいる SDGs の様子をパネル展示 
風呂敷を使った新商品の打診あり 

・感染対策については、以下を継続している 

  入館時のアルコール消毒、館内の手すり、ドアノブ等の消毒 

  自宅での健康観察 

  常時換気 

  公用車の常時換気と手が触れる箇所の消毒 

  店舗入口にアルコールスプレーを設置継続 

② 多機能型の特性を活かした利用者支援の充実 

・生活介護の「なのはな展」開催期間と店舗リニューアルのタイミングを合わせ、より多

くの市民に作品を鑑賞していただけるようにした。 

③ 特定相談支援事業所との連携 

・他法人の相談支援事業所、紫野授産所内の相談支援事業所と連携し、個別支援計画の作

成を行った。また、日頃の利用者の様子や状況の変化などは相談支援事業所等と情報共有

した。 

④ 地域における公益的取り組み 

・車椅子の貸し出しについては、今年度は希望がなかった。 

・授産所と同じ町内から地蔵盆のおやつに「さくさく工房」のクッキーを取り扱っていた

だいた。 

・「京都市紫野児童館」のハロウィンイベントで、子どもたちが「さくさく工房」にお菓

子をもらいに来る際のクッキーを無償提供している。 

・ノートルダム女子大学において、北部自立支援協議会の ND 協働プロジェクトに参加

し、学生との交流、学内での販売を実施した。 

・ほっとはあとセンターを通じ、３か所の子ども食堂から毎月定期的にクッキーの受注を

継続受注している。 

（５）情報 

・季刊誌については、生活介護と共通。 

・ソーシャルネットワーキングサービスについては、Facebook ページと Instagram の活

用を継続。「さくさく工房」の活動を中心に、Facebook や Instagram で取り組みや店舗

情報を紹介。特に出展のお知らせやイベント中の様子、セール情報、作業の様子等をリ

アルタイムに顧客へ発信することができた。Instagram のフォロワー数が 1000 の大台に

乗った。ますます多くの人に「さくさく工房」の最新情報を提供することが可能であ

る。 

（６）育成 

・生活介護と共通 

 



 

 

（７）地域との交流・連携 

・地域交流の機会となる大きなイベントである「北区民ふれあいまつり」、北区の福祉に

かかわる人たちが多く集まる「FUNAOKA STANDARD」両企画に出店販売した。 

７月の「新大宮商店街夏まつり」にも継続出店している。 

・近隣の商店・住民等でつくる町おこしのつながり「北大路テラスネットワーク」に引き

続き参画した。当年度からは授産所所長が副会長を拝命し、ネットワークの運営にもかか

わっている。 

・北区船岡山公園内で、公園の在り方を考える事業を展開している一級建築士事務所の事

業の一環で、毎月第３日曜日に開催される「船岡山オープンパーク」への出店販売を継続

した。 

・紫野包括支援センターの「大人の寺子屋」と題した企画が３月にはリニューアルした店

舗と前庭にて開催され、「ウクレレとギター」の演奏を実施して地域の方や通行人らの見

物があり賑わった。 

（８）施設設備 取組結果 

・「さくさく工房」店舗の大規模改修工事を実施した。 

・ノートパソコンをリースし、事務効率をアップした。 

３．京都市北合同福祉センター 

（１）維持管理 取組結果 

① 京都市北合同福祉センター設備点検の実施 

・消防設備点検及び所轄消防署への報告、エレベーター定期点検、受水槽定期点検及び清

掃、水質検査、電気設備の定期的な点検、自動ドアの定期的な点検、業者等と綿密な連携

をしながら滞りなく実施している。 

 法定点検で指摘事項が出ており、京都市の担当部署と協議し、修繕をすすめてゆく。 

② 清潔な建物管理の実施 

・毎日の清掃、年度に４回実施する定期清掃により衛生的な環境を整えた。 

③ 警備会社と連携し施設の防犯に努める 

・特に問題なし 

（２）各館及び地域との交流・連携 取組結果 

① 館長会の実施 

・共同防火管理協議会、各館の近況報告、維持管理についての報告、情報の共有を行った。 

・年２回合同避難訓練を実施している。北消防署大徳寺出張所の指導のもと、実際に火災

が発生したことを想定した、館内の利用者も含めた避難訓練を行い、火災に備えた。 

② 交流事業の開催 

 「大人の寺子屋」が「さくさく工房」店舗・前庭で実施された。 
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職員は、 き ちんと 挨拶（ あいさ つ） し ていますか？

19 件の回答

職員の身だし なみで清潔感がないなど嫌な思いをし たこ と があり ます

か？

19 件の回答

「 ある」 をお答えになっ た方にお聞き し ます。 「 嫌な思いをさ れたのは、 どんな時で

すか？具体的にあれば下記記入欄にお願いし ます。 」

0 件の回答

こ の質問にはまだ回答があり ません。

2024年度「 京都市紫野障害者授産所」 利用

者満足度調査
19 件の回答

分析を 公開

コ ピー

し ている

し ていない

100%

コ ピー

ある

ない

94.7%

https://docs.google.com/forms/d/1wjOaSo7D1zGZh1IRQAbenf0WKa-_XOSFI2uhc_4MYW0/viewanalytics
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職員は日常的に声をかけたり 、 話し かけたり し ていますか？

19 件の回答

　 職員（ 所長含む） は話を聞いてほし いと き に相談に応じ てく れます

か？

19 件の回答

あなたは、 職員から 「 叩く ・ つねる」 などの体罰を受けたこ と があり ま

すか？

19 件の回答

コ ピー

はい

いいえ

100%

コ ピー

はい

いいえ

94.7%

コ ピー

はい

いいえ

100%

https://docs.google.com/forms/d/1wjOaSo7D1zGZh1IRQAbenf0WKa-_XOSFI2uhc_4MYW0/viewanalytics


2 0 25 /0 6 /0 9  0 : 4 72 0 24 年度「 京都市紫野障害者授産所」 利用者満足度調査

3  / 6 ページhttp s ://d ocs .g oog le .com /fo rm s/d /1w jOaSo7D1zGZh1IRQAb en f0 W Ka-_ XOSFI2uhc_ 4 M YW 0 /viewana ly tics

「 ある」 と お答えになっ た方にお聞き し ます。 具体的にどう いっ たこ と を受けまし た

か？

0 件の回答

こ の質問にはまだ回答があり ません。

あなたは、 職員に無視をさ れたこ と があり ますか？

19 件の回答

「 ある」 と お答えになっ た方にお聞き し ます。 具体的にどう いっ た場面でし たか？

1 件の回答

仕事中"すみませーん"と 質問し た時に、 職員の方に対応し ても ら えなかっ た

あなたは、 職員に対し 「 不公平」 だと 感じ たこ と があり ますか？

19 件の回答

「 はい」 と お答えになっ た方にお聞き し ます。 具体的にどう いっ た内容ですか？

0 件の回答

こ の質問にはまだ回答があり ません。

コ ピー

はい

いいえ

94.7%

コ ピー

はい

いいえ

10.5%

89.5%

https://docs.google.com/forms/d/1wjOaSo7D1zGZh1IRQAbenf0WKa-_XOSFI2uhc_4MYW0/viewanalytics
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あなたの利用し ている施設設備環境（ ト イ レ 、 食堂、 活動場所） に　 満

足し ていますか？

19 件の回答

「 不満」 だと お答えになっ た方にお聞き し ます。 具体的にどの設備が不満ですか？

1 件の回答

ト イ レ や部屋の臭いがき になる

あなたは授産所での日中活動（ さ く さ く 工房も し く は菜の花での活動）

について満足し ていますか？

19 件の回答

「 不満」 だと お答えになっ た方にお聞き し ます。 具体的にどのよう なこ と が不満です

か？

1 件の回答

仕事内容が薄い

コ ピー

満足

不満

94.7%

コ ピー

満足

不満

94.7%

https://docs.google.com/forms/d/1wjOaSo7D1zGZh1IRQAbenf0WKa-_XOSFI2uhc_4MYW0/viewanalytics
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ご家族の皆様へ質問し ます。 職員は、 授産所を利用さ れているご本人の

様子を伝えていますか？

17 件の回答

授産所に対し ご意見があれば何でも お聞かせく ださ い。 （ 自由記述）

7 件の回答

タ イムアウト する と 思いますので、 別途、 メ ールにアタ ッ チし て送り ます。

（ 今週中には送り ます）

いつも 大変お世話になり 誠にあり がと う ございます。 御存じ の様に、 本人から 聞き 出すこ と は

出来ない為、 月に1度いただく お電話の内容、 本人が帰宅し た時の様子等から 、 私なり の回答を

さ せていただき まし た。

お世話になり あり がと う ございます。 卒業さ れた辻職員様にも お世話になり まし た。

職員さ ん皆やさ し く 接し て頂き 喜んでいます。 毎日楽し く 通所さ せて頂いています。 いつも あ

り がと う ございます。 毎日行ける 所があっ てあり がたいです。

毎日楽し みにし ています

喜んで行っ てく れる こ と を 何よ り あり がたいです

お手洗いが2つ有る が、 休けい時などに利用する 利用者の方々で混み合う ら し く 、 待っ ていない

と いけない事も し ばし ば（ と 聞こ えます） その様な時はカ フ ェ （ お店） のト イ レ も 使う など柔

軟な対応を お願い致し たく 思います。

毎日、 今日も 楽し かっ た～と 帰っ てき ます。 いつも お世話になり まし て、 あり がと う ございま

す。

こ のコ ン テン ツは Goog le が作成または承認し たも のではあり ません。  - フ ォ ームのオーナーに問い合わせる  - 利

用規約 - プラ イバシー ポリ シー

コ ピー

はい

いいえ

100%

https://docs.google.com/forms/d/1wjOaSo7D1zGZh1IRQAbenf0WKa-_XOSFI2uhc_4MYW0/viewanalytics
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こ のフ ォ ームが不審だと 思われる 場合 報告

 フ ォ ーム

https://docs.google.com/forms/d/1wjOaSo7D1zGZh1IRQAbenf0WKa-_XOSFI2uhc_4MYW0/viewanalytics



















